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一
　
古
写
真
と
の
出
会
い

　

ま
ず
写
真
1
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
は
、
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
沖お
き
か
む
ろ

家
室
島
出
身
の
ハ
ワ
イ
在
住
者

た
ち
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
ワ
イ
キ
キ
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
た
際

の
記
念
写
真
で
あ
る
。
横
八
二
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
縦
一
七
九
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
細
長
い
写
真
に
、
子
ど
も
も
含
め
て
一
七
二
人
も
の
人
々
が
写
っ
て
い

る
。
当
時
、
沖
家
室
島
の
戸
数
は
四
四
〇
戸
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
だ
け
多
く
の
沖
家
室
島
出
身
者
た
ち
が
ハ
ワ
イ
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
写
真
は
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
小
島
か
ら
ハ
ワ
イ
へ
移
住
し
た
人
々

が
、
折
を
見
て
同
郷
出
身
者
と
集
い
、
親
睦
を
深
め
て
い
た
こ
と
を
物
語
る

貴
重
な
写
真
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
稿
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ

在
住
の
沖
家
室
島
出
身
者
た
ち
は
、
毎
年
集
ま
っ
て
記
念
撮
影
を
し
、
そ
の

う
ち
の
写
真
一
枚
は
、
彼
ら
の
出
身
地
で
あ
る
沖
家
室
島
に
も
送
付
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
移
住
先
の
ハ
ワ
イ
と
故
郷
を
つ
な
ぐ
貴
重
な
写
真
。
本

稿
の
第
一
の
目
的
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭
の
ハ
ワ
イ
移
民
関
連
資
料
の
一

つ
で
あ
る
古
写
真
を
読
み
解
く
こ
と
に
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
古
写
真
三
点
は
、
沖
家
室
島
に
在
住
す
る
大
谷
亮
子

さ
ん
か
ら
、「
研
究
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
ト
ラ
ン
ク

や
旅
行
鞄
と
と
も
に
、
筆
者
が
二
〇
一
三
年
九
月
に
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
こ
れ
ら
の
資

料
は
、
や
は
り
沖
家
室
で
保
存
・
活
用
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
。

本
稿
の
第
二
の
目
的
は
、
地
域
の
歴
史
遺
産
と
し
て
の
古
写
真
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
研
究
資
料
】

ワ
イ
キ
キ
で
の
同
郷
会
記
念
写
真

─
─
山
口
県
沖
家
室
島
の
ハ
ワ
イ
移
民
関
連
資
料
─
─

安
井
眞
奈
美
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二
　
沖
家
室
島
の
ハ
ワ
イ
移
民
略
史

　

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
沖
家
室
島
は
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
屋
代
島

（
周
防
大
島
）
の
南
東
に
位
置
す
る
〇
・
九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な

島
で
あ
る
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
、
沖
家
室
島
に
鳴
門
海
峡
の
漁
村
・

阿
波
堂
ノ
浦
（
徳
島
県
鳴
門
市
）
か
ら
テ
グ
ス
と
一
本
釣
り
の
漁
法
が
伝
え

ら
れ
る
と
、
そ
れ
以
降
、
沖
家
室
島
は
漁
業
の
島
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た（

1
）。

周
防
大
島
の
東
部
は
「
島し
ま
ず
え末
」
と
呼
ば
れ
、
沖
家
室
島
も
含
め
て
水
田
農
耕

に
適
さ
な
い
土
地
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
渡
来

し
て
以
来
、
九
十
年
ほ
ど
の
間
に
、
島
末
の
人
口
は
三
倍
に
も
膨
れ
上
が
っ

た
と
い
う（

2
）。

　

明
治
以
降
、
国
家
に
よ
る
移
民
政
策
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
沖
家
室
島
を

は
じ
め
と
す
る
周
防
大
島
で
は
、
と
り
わ
け
移
民
の
募
集
に
力
が
入
れ
ら
れ

た
。
な
ぜ
な
ら
周
防
大
島
で
は
人
口
増
加
の
ほ
か
に
も
、
一
八
八
三
年
（
明

治
十
六
）
に
は
旱
魃
が
、
一
八
八
六
年
に
は
屋
代
村
の
洪
水
が
起
こ
り
、

人
々
の
生
活
は
困
窮
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

3
）。

そ
の
た
め
一
八
八
四
年
に
、

「
山
口
県
に
お
い
て
も
ハ
ワ
イ
出
稼
ぎ
者
募
集
に
関
し
て
は
特
に
人
口
稠
密

な
大
島
郡
を
重
視
し
て
、
大
島
郡
出
身
の
山
口
県
御
用
掛
学
務
課
勤
務
の
日

野
恕
助
氏
を
十
一
月
十
日
を
も
っ
て
県
勧
業
課
兼
務
に
し
、
さ
ら
に
大
島
郡

へ
出
張
を
命
じ
各
地
で
ハ
ワ
イ
事
情
の
講
演
其
他
出
稼
人
の
募
集
に
当
ら
せ
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た（
4
）」

と
い
う
。

　

第
一
回
ハ
ワ
イ
移
民
は
、
一
八
八
五
年
、「
官
約
移
民
」
の
九
四
五
人
か

ら
始
ま
る
。
政
府
が
取
り
扱
い
を
行
っ
た
官
約
移
民
は
、
一
八
八
五
年
一
月

か
ら
一
八
九
四
年
六
月
ま
で
二
十
六
回
に
及
ん
だ
。
官
約
移
民
の
出
身
府
県

別
統
計
を
見
る
と
、
広
島
県
に
次
い
で
山
口
県
が
多
く
、
山
口
県
内
で
も
大

島
郡
の
移
民
数
が
最
も
多
か
っ
た（

5
）。

ま
た
ハ
ワ
イ
に
お
い
て
も
山
口
県
・
広

島
県
の
労
働
者
の
評
価
が
高
く
、
ハ
ワ
イ
政
府
が
、
第
四
回
の
官
約
移
民
を

山
口
・
広
島
両
県
よ
り
募
集
す
る
こ
と
を
要
望
し
た
ほ
ど
で
あ
る（

6
）。

　

官
約
移
民
の
時
代
が
終
わ
っ
て
も
、
人
々
は
親
類
や
同
郷
者
を
頼
っ
て

次
々
と
海
外
へ
出
稼
ぎ
に
出
た
。
こ
れ
を
「
私
約
移
民
」
と
呼
ぶ
。
過
酷
な

労
働
を
強
い
ら
れ
た
初
期
の
移
民
に
比
べ
れ
ば
、
私
約
移
民
の
中
に
は
商
売

で
成
功
し
財
産
を
築
く
人
も
現
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
憧
れ
て
移
住
す
る
人
も

増
え
て
い
っ
た
。

　

で
は
、
沖
家
室
島
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
沖
家
室
惺
々
会
が
刊
行
し
た
機
関
誌
『
か
む
ろ
』
に
、
沖
家
室
島
の

人
々
の
在
住
地
が
記
さ
れ
て
い
る（

7
）。

そ
れ
を
基
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
沖
家

室
島
本
島
に
は
四
四
〇
戸
が
在
住
し
、
沖
家
室
島
以
外
の
国
内
に
は
対
馬
の

五
十
八
戸
を
含
む
一
七
〇
戸
が
在
住
し
て
い
た
。
そ
の
他
海
外
に
は
、
台
湾

に
一
九
八
戸
、
朝
鮮
半
島
に
一
四
三
戸
、
ハ
ワ
イ
に
一
一
六
戸
（
ホ
ノ
ル
ル

六
十
九
戸
、
ヒ
ロ
四
十
七
戸
）、
カ
ナ
ダ
・
南
米
に
十
四
戸
、
満
州
に
十
三
戸

の
沖
家
室
島
出
身
の
家
族
が
在
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る（

8
）。

沖
家
室
島
の
海

写真 1　沖家室人会ピクニック記念写真（於 ワイキキ富士亭）（1930 年 7月 6日撮影）
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て
、
す
で
に
生
ま
れ
育
っ
た
沖
家
室
島
に
将
来
性
は
な
い
と
判
断
し
、
朝
鮮

行
き
を
考
え
る
。
し
か
し
結
果
と
し
て
、
彼
は
朝
鮮
に
は
渡
ら
な
か
っ
た
。

次
に
運
命
的
な
出
会
い
が
待
ち
受
け
て
い
た
か
ら
だ
。

　

丁
度
そ
の
頃
、
ハ
ワ
イ
の
ヒ
ロ
か
ら
帰
っ
て
来
て
い
た
北
川
磯
次
郎

氏
が
、
私
の
家
に
来
ら
れ
た
。
私
は
早
速
ぶ
し
つ
け
に
あ
な
た
は
ハ
ワ

イ
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
と
質
問
し
た
。
彼
は
、
魚

の
行
商
を
や
っ
て
い
る
と
即
座
に
答
え
ら
れ
た
。
雑
費
を
差
引
い
て
一

回
二
弗
は
楽
に
利
益
が
あ
る
と
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
私
の
心
は
動

い
た
。
朝
鮮
行
き
を
変
更
し
て
、
ハ
ワ
イ
行
き
を
決
心
し
た
。
僅
か

十
六
歳
の
少
年
の
幼
稚
な
頭
に
も
、
海
外
雄
飛
が
念
頭
か
ら
離
れ
ず
、

ハ
ワ
イ
行
き
実
現
に
邁
進
し
た
。
顧
み
て
感
慨
無
量
な
も
の
が
あ
る（

11
）。

　

文
中
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
北
川
磯
次
郎
氏
」
と
は
、
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
で

ヒ
ロ
水
産
株
式
会
社
を
立
ち
上
げ
て
成
功
し
た
人
物
で
あ
る
。
小
川
真
和
子

の
研
究
に
よ
る
と
、「
沖
家
室
出
身
者
は
ホ
ノ
ル
ル
の
他
、
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ

に
も
多
く
住
み
つ
き
、
漁
業
を
展
開
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
魚
を
売
り
さ

ば
く
商
人
も
ヒ
ロ
に
集
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
ヒ
ロ
で
操
業
す
る

叔
父
の
勧
め
で
一
九
〇
二
年
に
沖
家
室
か
ら
来
布
し
た
松
野
亀
蔵
が
、

一
九
〇
七
年
に
同
じ
く
沖
家
室
出
身
で
あ
る
魚
行
商
人
、
北
川
磯
次
郎
と
共

に
設
立
し
た
ヒ
ロ
水
産
株
式
会
社
（H

ilo Suisan C
om

pany

）
は
、
当
時
ヒ

外
移
住
先
と
し
て
第
三
番
目
に
ハ
ワ
イ
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
写
真
1
に
写
っ
て
い
た
一
七
二
人
も
、
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
に
在
住
す

る
六
十
九
戸
の
家
族
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

三
　
ハ
ワ
イ
で
の
成
功
者
・
大
谷
松
治
郎

　

三
枚
の
写
真
の
持
ち
主
で
あ
る
大
谷
亮
子
さ
ん
の
伯
父
は
、
沖
家
室
島
か

ら
ハ
ワ
イ
へ
移
住
し
、
事
業
を
起
こ
し
て
成
功
し
た
大
谷
松
治
郎
氏
（
以
下
、

敬
称
略
）
で
あ
る
。
彼
の
手
記
『
わ
が
人
と
な
り
し
足
跡
―
―
八
〇
年
の
回

顧
』
の
年
譜
を
参
照
し
、
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
一
九
三
〇
年
頃
ま
で
の
足
跡

を
追
っ
て
み
た
い
。

　

大
谷
松
治
郎
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
沖
家
室
島
に
生
ま
れ
、

大
島
郡
西
方
尋
常
小
学
校
を
二
年
で
退
学
す
る（

9
）。

　

私
は
あ
る
と
き
は
漁
師
を
し
た
り
、
魚
島
行
き
に
雇
わ
れ
た
り
、
時

に
は
大
工
、
船
大
工
の
仕
事
を
し
た
り
し
た
。

　

私
は
こ
の
孤
島
に
は
、
将
来
性
の
な
い
こ
と
を
考
え
、
大
島
郡
か
ら

朝
鮮
に
沢
山
の
人
が
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
成
功
し
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、

私
も
朝
鮮
に
行
っ
て
働
き
た
い
と
思
っ
た
。
十
六
歳
の
冬
で
あ
っ
た（

10
）。

　
「
こ
の
孤
島
」
と
は
沖
家
室
島
の
こ
と
で
あ
る
。
松
治
郎
は
十
六
歳
に
し
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洋
漁
業
に
出
漁
す
る
大
型
漁
船
は
十
五
隻
あ
っ
た
。
こ
の
頃
布
哇
の
漁
業

［
は
脱
力
］
日
本
人
独
占
事
業
と
し
て
ハ
ワ
イ
産
業
で
砂
糖
、
鳳
梨
［
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
、
筆
者
注
］
に
次
ぐ
漁
業
で
ま
さ
に
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
」
と
記

さ
れ
て
い
る（

14
）。

　

松
治
郎
の
ハ
ワ
イ
で
の
成
功
を
、
本
人
の
回
顧
録
の
ほ
か
、
先
述
の
小
川

真
和
子
の
研
究
か
ら
も
引
用
し
た
い
。
小
川
に
よ
る
と
「
ハ
ワ
イ
に
お
け
る

ツ
ナ
缶
詰
製
造
は
、
白
人
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

た
も
の
の
失
敗
に
終
わ
り
、
日
本
人
の
手
が
加
わ
っ
て
初
め
て
軌
道
に
乗
っ

た
が
、
流
通
に
お
い
て
も
、
日
本
人
が
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
と
対
等
に
渡
り

合
っ
た
こ
と
を
示
す
事
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
二
〇
年
に
、
大
谷
松
治
郎

が
テ
オ
・
Ｈ
・
デ
ー
ビ
ス
社
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ク
タ
ー
ズ
社
を
押
さ
え
て
、

米
陸
軍
へ
卸
す
カ
ニ
缶
詰
の
入
札
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
〇
八
年
に
一
八
歳
で
沖
家
室
か
ら
わ
ず
か
な
資
金
を
手
元
に
ハ
ワ
イ
へ

や
っ
て
き
た
大
谷
は
、
魚
の
行
商
を
皮
切
り
に
事
業
を
拡
大
し
、
大
谷
商
会

を
設
立
し
て
鮮
魚
だ
け
で
な
く
水
産
加
工
品
の
流
通
、
そ
し
て
蒲
鉾
製
造
な

ど
に
も
着
手
し
て
い
た
が
、
そ
の
大
谷
が
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
の
二
社
を
押
さ

え
て
「
米
陸
軍
御
用
達
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、
両
社
に
と
っ
て
受
け
入
れ
が

た
い
屈
辱
で
あ
っ
た（

15
）」

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
松
治
郎
は
、
ハ
ワ
イ
の

「
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ブ
」
二
社
に
屈
辱
を
与
え
る
ほ
ど
、
ハ
ワ
イ
の
水
産
業
で

成
功
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
両
社
の
い
や
が
ら
せ
に
、

松
治
郎
は
両
社
と
の
取
引
を
一
切
打
ち
切
り
、「
新
た
に
米
海
軍
を
そ
の
顧

ロ
に
約
八
〇
人
い
た
と
い
う
日
本
人
漁
業
者
、
魚
仲
買
人
、
小
売
り
商
人
た

ち
の
活
躍
の
集
大
成
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
新
会
社
の
設
立
を
応
援
し
、
株

を
購
入
し
て
そ
の
経
営
を
応
援
し
た
」
と
い
う（

12
）。

小
川
の
記
述
か
ら
は
、
沖

家
室
島
出
身
者
の
活
躍
ぶ
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
北
川
磯
次
郎
が
帰
国

し
た
折
に
、
十
六
歳
の
松
治
郎
は
矢
継
ぎ
早
に
質
問
を
浴
び
せ
た
わ
け
で
あ

る
。

　

こ
う
し
て
松
治
郎
は
一
九
〇
八
年
一
月
、
十
八
歳
で
生
ま
れ
育
っ
た
沖
家

室
島
を
後
に
し
、
香
港
丸
に
て
神
戸
を
出
帆
、
二
月
七
日
に
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ

ル
ル
に
上
陸
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
市
内
の
太
平
洋
学
院
英
語
科
に
入
学

し
、
卸
売
商
の
山
本
商
店
に
入
店
す
る
。
そ
の
後
、
二
十
一
歳
の
時
に
ホ
ノ

ル
ル
市
内
で
魚
店
を
開
店
し
、
同
じ
沖
家
室
島
出
身
の
柳
原
カ
ネ
と
結
婚
す

る（
13
）。

　

魚
店
を
開
店
し
て
か
ら
の
活
躍
は
、
彼
の
半
生
記
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
コ

ラ
ム
「
漁
業
界
の
功
労
者　

大
谷
松
治
郎
氏
」
を
参
照
し
た
い
。

　
「
郷
里
沖
家
室
は
漁
業
地
な
の
で
手
近
な
漁
業
関
係
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
着
眼

し
、
一
九
一
〇
年
に
ケ
カ
ウ
リ
ケ
街
の
キ
ン
グ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
内
に
生
魚
店

を
開
業
し
、
一
九
一
三
年
か
ら
は
生
魚
行
商
を
始
め
た
が
ハ
ワ
イ
で
は
同
氏

が
元
祖
で
第
一
号
ラ
イ
セ
ン
ス
を
獲
得
し
た
。［
改
行
］
一
九
一
八
年
現
在

の
場
所
ア
ラ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
大
谷
商
会
、
合
資
会
社
を
設
立
し
、
業
務
は

隆
盛
、
一
九
三
九
年
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ス
会
社
を
起
し
た
。［
改
行
］

さ
ら
に
ハ
ワ
イ
水
産
会
社
を
組
織
し
、
当
時
約
五
十
隻
の
漁
船
を
有
し
て
遠
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朝
鮮
半
島
な
ど
に
居
住
す
る
沖
家
室
島
出
身
者
の
近
況
や
、
彼
ら
か
ら
の
通

信
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
移
住
先
と
故
郷
を
結
ぶ
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。

『
か
む
ろ
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
関
連
記
事
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
一
覧
表
を
作
成
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い（

20
）。

　

松
治
郎
は
、
沖
家
室
惺
々
会
に
お
い
て
海
外
支
部
ハ
ワ
イ
の
世
話
人
を
務

め
て
い
た
。
ほ
か
に
も
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
の
世
話
人
と
し
て
大
村
啓
助
の

名
前
が
、
ま
た
ヒ
ロ
の
世
話
人
と
し
て
北
川
磯
次
郎
と
松
野
辰
松
の
名
前
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
大
谷
松
治
郎
は
、
ホ
ノ
ル
ル
の
ほ
か
に
も
新
義
州

の
世
話
人
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
、
平
安
北
道
北
西
端
の
都
市
）
も
担

当
し
て
い
た（

21
）。

　

松
治
郎
の
沖
家
室
惺
々
会
に
お
け
る
働
き
に
つ
い
て
は
、『
か
む
ろ
』

十
二
号
に
沖
家
室
惺
々
会
よ
り
彼
に
対
し
て
謝
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
柳

原
常
助
氏
、
大
谷
松
二マ
マ

郎
氏
。
本
会
の
事
業
に
対
す
る
布
哇
ホ
ノ
ル
ル
二
氏

の
御
尽
力
は
一
々
こ
こ
に
列
記
し
ま
せ
ん
が
会
員
も
御
存
知
の
事
と
思
い
ま

す
。
殊
に
両
氏
が
私
財
を
投
じ
て
当
地
方
に
於
け
る
各
般
の
事
務
を
処
理
せ

ら
る
る
に
対
し
て
深
く
感
謝
致
し
ま
す
」
と
あ
る（

22
）。

松
治
郎
は
、
ハ
ワ
イ
で

大
成
功
を
収
め
て
も
、
決
し
て
故
郷
の
沖
家
室
島
を
な
い
が
し
ろ
に
は
せ
ず
、

沖
家
室
惺
々
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
沖
家
室
島
出
身
者
た

ち
を
取
り
ま
と
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
松
治
郎
が
ホ
ノ
ル
ル
の
中
田
由
松
と
と
も
に
「
母
校

援
助
の
目
的
」
で
、
一
千
円
の
米
国
製
ピ
ア
ノ
一
台
を
沖
家
室
小
学
校
に
寄

客
リ
ス
ト
に
加
え
、
日
本
及
び
米
本
土
と
の
流
通
ル
ー
ト
を
積
極
的
に
開
拓

し
て
順
調
に
事
業
を
発
展
さ
せ
た（

（1
（

」
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
も
は

や
一
九
二
〇
年
代
の
ハ
ワ
イ
経
済
に
お
い
て
、
水
産
業
界
は
日
本
人
に
対
す

る
白
人
財
閥
の
支
配
が
及
ば
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い

る
」
と
小
川
は
指
摘
し
て
い
る（

17
）

　

こ
う
し
て
松
治
郎
は
、
飛
ぶ
鳥
落
と
す
勢
い
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
て

い
っ
た
が
、
一
九
四
一
年
十
二
月
七
日
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
ー
ス
新
築
落
成

式
の
準
備
中
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
が
日
本
軍
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
た
。
松
治

郎
は
、「
永
い
間
の
希
望
が
実
現
し
、
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
と
張
り
切
っ
て
い

た
が
、
日
米
戦
争
が
突
発
し
た
の
で
ガ
ッ
カ
リ
し
た
」
と
書
き
記
し
て
い
る（

18
）。

そ
の
日
、
松
治
郎
は
「
敵
性
日
本
人
」
と
し
て
拘
引
さ
れ
、
満
四
カ
年
、
家

族
と
の
決
別
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る（

19
）。

四
　
沖
家
室
島
の
機
関
誌
『
か
む
ろ
』
に
登
場
す
る
大
谷
松
治
郎

　

松
治
郎
の
ハ
ワ
イ
で
の
成
功
と
活
躍
ぶ
り
は
、
出
身
地
で
あ
る
沖
家
室
島

に
も
届
い
て
い
た
。
沖
家
室
島
で
は
沖
家
室
惺
々
会
が
、
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
九
月
五
日
、
機
関
誌
『
か
む
ろ
』
を
創
刊
し
た
。『
か
む
ろ
』

は
、
沖
家
室
の
様
々
な
出
来
事
を
国
内
外
に
住
む
沖
家
室
島
出
身
者
に
発
信

す
る
情
報
誌
で
あ
り
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
三
月
十
五
日
ま
で
の

二
十
七
年
間
に
わ
た
り
一
五
八
号
ま
で
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
ハ
ワ
イ
や
台
湾
、
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ワイキキでの同郷会記念写真

月
六
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
写
真
右
下
に
は
「
ホ
ノ
ル
ヽ
市　

谷

川
写
真
研
究
所
」
と
あ
る
が
、
そ
の
続
き
の
文
字
は
、
写
真
破
損
の
た
め
解

読
で
き
な
い
。

　

こ
の
時
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
経
緯
が
、
一
九
二
八
年
の
『
か
む
ろ
』
第

七
十
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
た
い（

（2
（

。
福
田
義
勝
の
「
布
哇
通

信
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
の
原
文
に
あ
る
「
ピ
ツ
ニ
ッ
ク
」
は
、

す
べ
て
「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
に
改
め
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て
筆
者
が
句
読
点
を

入
れ
た
。
さ
ら
に
旧
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
も
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
て
読
み

や
す
く
し
て
い
る
。

第
一
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
模
様
を
簡
単
に
御
報
申
上
ま
す
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
儀
は
度
々
会
議
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
何
等
其
功
を
得

な
か
っ
た
が
、
七
月
二
九
日
の
臨
時
総
会
で
決
行
に
可
決
し
ま
し
た
。

老
も
若
き
も
時
の
来
る
を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
ち
ま
し
た
。
八
月
五

日
布
哇
晴
の
好
天
気
、
場
所
は
カ
ハ
ラ
公
園
（
我
等
の
住
む
カ
カ
ア
コ

か
ら
三
哩
離
る
）、
係
員
は
そ
れ
ぞ
れ
準
備
に
忙
が
し
い
。
運
搬
部
員
は

老
若
男
女
を
自
動
車
に
満
積
し
て
会
場
へ
〳
〵
と
運
ぶ
。
其
処
に
は
立

派
な
運
動
場
も
右
は
各
商
店
か
ら
出
品
さ
れ
た
景
品
は
テ
ー
ブ
ル
の
上

に
山
盛
さ
れ
、
飲
食
店
の
氷
、
ソ
ー
ダ
水
、
果
物
等
の
用
意
さ
れ
て
居

た
。
用
意
整
い
、
今
迄
の
公
園
も
見
て
居
る
中
に
運
動
会
場
と
化
し
、

ス
ポ
ー
ツ
気
分
も
十
分
み
な
ぎ
っ
た
。
午
前
九
時
半
中
田
会
長
開
会
の

贈
し
た
こ
と
で
あ
る（

23
）。

沖
家
室
島
出
身
者
た
ち
は
、
た
と
え
海
外
に
い
よ
う

と
も
、
例
え
ば
故
郷
・
沖
家
室
島
で
寺
院
の
改
築
や
新
築
が
な
さ
れ
る
際
、

真
っ
先
に
寄
付
を
集
め
て
送
金
し
て
い
る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）、
沖

家
室
島
の
戎
神
社
改
築
に
際
し
て
沖
家
室
島
の
人
々
が
国
内
外
で
寄
付
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
総
計
で
一
万
九
五
五
円
が
集
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
半
額
以

上
に
あ
た
る
五
七
三
一
円
を
集
め
た
の
は
ハ
ワ
イ
在
住
者
た
ち
で
あ
っ
た（

24
）。

ち
な
み
に
ヒ
ロ
の
一
名
は
単
独
で
千
円
の
寄
付
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
寄
付

者
は
北
川
磯
次
郎
と
考
え
ら
れ
る
。

　

十
六
歳
の
時
に
、「
こ
の
孤
島
に
は
、
将
来
性
の
な
い
こ
と
を
考
え
」
た

松
治
郎
で
あ
っ
た
が
、
決
し
て
故
郷
・
沖
家
室
島
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
沖
家
室
島
の
戎
神
社
改
築
に
際
し
て
、
ど
の
地
域
の
出
身
者
よ
り

も
多
額
の
寄
付
を
集
め
、
ま
た
米
国
製
の
ピ
ア
ノ
を
沖
家
室
小
学
校
に
寄
贈

す
る
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
得
た
資
金
の
一
部
を
、
故
郷
の
た
め
に
役
立
て
て

い
た
。
故
郷
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る
松
治
郎
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

次
に
示
す
よ
う
に
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
沖
家
室
島
出
身
者
を
集
め
て
、
親
睦
の

会
を
持
ち
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

五
　
ワ
イ
キ
キ
で
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

こ
こ
に
き
て
、
再
び
写
真
1
に
戻
る
こ
と
に
し
た
い
。
写
真
下
中
央
に
は
、

「
沖
家
室
人
会
ピ
ク
ニ
ッ
ク
記
念
写
真
（
於
ワ
イ
キ
キ
富
士
亭
）
昭
和
五
年
七
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こ
の
記
事
か
ら
い
く
つ
か
の
事
実
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
ず
、
ピ
ク
ニ
ッ

ク
の
計
画
は
な
か
な
か
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
一
九
二
八
年
七
月
二
十
九
日

の
臨
時
総
会
で
よ
う
や
く
決
行
が
可
決
し
、
八
月
五
日
に
第
一
ピ
ク
ニ
ッ
ク

が
無
事
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
当
日
は
、
昼
食
の
た
め
一
時
間
休
憩
を
と
り
、
そ
の

後
、
記
念
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
ホ
ノ
ル
ル
沖
家
室
人
会
の
記
念

す
べ
き
第
一
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
写
真
撮
影
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
在
住
の
同
郷
の

人
々
が
、
し
ば
し
の
間
、
沖
家
室
島
を
懐
か
し
み
、
親
睦
を
深
め
る
絶
好
の

機
会
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
福
田
義
勝
の
報
告
に
、「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
は
、

今
後
一
年
に
一
回
位
施
行
さ
れ
る
事
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
毎
年
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
っ
て
、
沖
家
室
人
会
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と

も
わ
か
る
。
そ
し
て
次
に
示
す
よ
う
に
、
第
一
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
記
念
す
べ

き
写
真
は
、
そ
の
ま
ま
沖
家
室
島
へ
も
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
で
沖

家
室
島
出
身
者
が
活
躍
し
、
大
勢
が
一
堂
に
会
し
た
そ
の
繁
栄
ぶ
り
を
、
沖

家
室
島
の
人
々
に
報
告
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
写
真
を
送
る
に
際
し
て
の
大
義
名
分
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
次
に
示
す
昭

和
天
皇
即
位
大
礼
記
念
で
あ
る
。

六
　
昭
和
天
皇
即
位
大
礼
記
念
の
写
真

　
『
か
む
ろ
』
七
十
九
号
に
「
本
会
博
物
蒐
集
部
よ
り（

26
）」

と
い
う
興
味
深
い

挨
拶
で
開
会
さ
れ
た
。
左
記
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
老
若
男
女
楽

し
く
愉
快
に
此
の
一
日
を
暮
し
、
午
後
四
時
半
目
出
度
く
閉
会
し
た
。

一
、
老
若
男
女　

マ
ラ
ソ
ン
競
争　

二
、
老
若
男
女　

旗
取
競
争　

三
、
老
男　

俵
ク
グ
リ　

四
、
男
青
年　

パ
イ
喰
い　

五
、
老
年
青
年　

二
人
三
脚　

六
、
女　

杓
子
玉
ス
ク
イ
競
争

七
、
女　

ア
ヤ
取
競
争　

八
、
男
女　

ア
ッ
プ
ル
喰
い
競
争

昼
食　

一
時
間
休
憩
、
食
後
記
念
写
真
撮
影
［
太
字
は
、
筆
者
に
よ
る
］。

引
続
き
福
引
が
行
わ
れ
て
、
会
員
の
最
も
興
味
を
集
め
た
は
福
引
で
、

景
品
中
一
等
の
白
米
一
俵
は
柳
原
雪
蔵
氏
へ
、
醤
油
一
丁
は
柳
原
新
一

氏
に
授
与
さ
れ
た
。

九
、
男
女　

盲
目
引
パ
リ
競
争　

十
、
青
年
女　

宝
さ
が
し

十
一
、
老
青　

綱
引

今
回
は
本
会
建
設
以
来
最
初
の
催
で
、
其
成
行
の
如
何
を
心
配
し
て
居

ま
し
た
が
、
成
績
最
も
良
好
で
会
員
一
同
は
元
気
と
愉
快
に
満
ち
満
ち

て
、
互
い
に
会
員
の
親
睦
を
計
る
た
め
、
又
身
体
の
健
康
上
に
、
今
後

共
益
々
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
異
口
同
音
に
称
讃
し
た
。

ピ
ク
ニ
ッ
ク
は
今
後
一
年
に
一
回
位
施
行
さ
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。
下
略
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う
。
こ
の
写
真
こ
そ
が
、
第
一
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
稿
で
紹
介
し
た
写
真
1
は
、
残
念
な
が
ら
ホ
ノ
ル

ル
沖
家
室
人
会
の
第
一
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
写
真
で
は
な
い
。
第
一
回
ピ
ク

ニ
ッ
ク
は
一
九
二
八
年
八
月
五
日
の
実
施
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
写
真
1

の
撮
影
日
は
、
一
九
三
〇
年
七
月
六
日
で
あ
る
か
ら
だ
。
福
田
の
報
告
に
あ

る
よ
う
に
、
一
九
二
八
年
か
ら
毎
年
一
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
と
す

る
な
ら
、
一
九
三
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
の
は
第
三
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
写
真
1
は
、
第
三
回
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
記
念
写
真
と

考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
気
に
な
る
の
は
写
真
の
撮
影
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
多
く
の

人
々
が
細
長
い
写
真
に
納
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
は
、
パ
ノ
ラ
マ
カ

メ
ラ
を
用
い
て
、
被
写
体
と
な
る
人
々
が
少
し
弓
な
り
に
並
び
、
ゆ
っ
く
り

と
カ
メ
ラ
を
回
し
な
が
ら
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
大
勢
の
人
々

す
べ
て
に
ピ
ン
ト
の
合
っ
た
記
念
写
真
が
、
当
時
数
多
く
見
ら
れ
た（

27
）。

な
お

写
真
撮
影
は
、
ホ
ノ
ル
ル
の
「
谷
川
写
真
研
究
所
」
に
よ
る
こ
と
が
、
写
真

に
記
載
さ
れ
た
白
文
字
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
撮
影
方
法
は
、
沖
家
室

島
の
泊
清
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
葬
送
儀
礼
に
集
ま
っ
た
親
族
や
友
人
た
ち

の
、
同
時
代
の
記
念
写
真
に
も
共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
本
会
博
物
蒐
集
部
の
趣
旨
」
に
賛
同
し
た
者

か
ら
、「
求
め
て
得
ら
れ
ぬ
参
考
品
、
珍
品
」
が
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
品
は
、
沖
家
室
島
の
「
本
部
（
庶
務
）」
に
展
示

さ
れ
て
お
り
、「
御
大
典
に
は
秘
蔵
品
展
覧
会
に
出
品
し
ま
す
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
の
寄
贈
品
を
次
に
示
す
。

福
田
義
勝
氏
（
ホ
ノ
ル
ル
府
）

	

布
哇
松　

絵
葉
書

泉　

勘
一
氏
（
ホ
ノ
ル
ル
府
）

	

椰
子
置
物
二
点

木
村
啓
助
氏
（
ホ
ノ
ル
ル
府
）

	

椰
子
置
物　

甘
蔗

ホ
ノ
ル
ル
沖
家
室
人
会

	

ホ
ノ
ル
ル
在
留
沖
家
室
人
三
百
人
の
写
真

大
谷
松
次マ
マ

郎
氏
（
ホ
ノ
ル
ル
府
）

	

布
哇
年
鑑
一
冊

　

す
べ
て
ホ
ノ
ル
ル
か
ら
の
寄
贈
で
あ
る
。
ハ
ワ
イ
の
絵
葉
書
、
椰
子
の
置

物
、
そ
し
て
ホ
ノ
ル
ル
沖
家
室
人
会
か
ら
は
「
ホ
ノ
ル
ル
在
留
沖
家
室
人

三
百
人
の
写
真
」、
さ
ら
に
大
谷
松
治
郎
か
ら
は
『
布
哇
年
鑑
』
一
冊
と
あ

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
ホ
ノ
ル
ル
沖
家
室
人
会
」
か
ら
の
写
真
で
あ
ろ
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七
　
大
谷
松
治
郎
　
厄
払
い
式
の
写
真

　

次
に
写
真
2
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
横
四
二
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
縦
一
八
五

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
小
型
サ
イ
ズ
で
あ
る
。「
ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
料
理
人
組
合

員　

昭
和
六
年
五
月
一
〇
日　

於　

大
谷
松
次マ
マ

郎
氏　

厄
拂
祝
宴
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
右
下
に
は
、
写
真
を
撮
影
し
た
ス
タ
ジ
オ
の
名
前

「K
A

N
A

G
U

R
I &

 TA
N

IG
AW

A
 Photo Studio

」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
後
者

の
「TA

N
IG

AW
A

」
は
、
先
述
の
「
谷
川
写
真
研
究
所
」
の
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
写
真
は
、
厄
払
い
の
祝
宴
が
開
か
れ
た
際
に
ご
馳
走
を

振
る
舞
っ
た
料
理
人
た
ち
の
記
念
写
真
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

写
真
3
は
、
写
真
1
と
同
様
、
大
勢
の
人
々
が
写
る
細
長
い
写
真
で
あ
る
。

横
一
〇
〇
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
縦
一
七
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
写
真
3

中
央
右
寄
り
で
、
サ
イ
コ
ロ
の
「
六
」
の
目
を
振
り
か
ざ
し
て
い
る
男
性
の

す
ぐ
後
ろ
に
あ
る
三
色
の
横
断
幕
が
、
写
真
2
に
て
料
理
人
た
ち
が
並
ぶ
後

ろ
の
三
色
の
横
断
幕
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
写
真
3
は
写
真
2
と
同
日

の
同
じ
場
所
、
つ
ま
り
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
五
月
十
日
に
撮
影
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
写
真
3
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
堀
雅
昭

が
「
沖
家
室
の
大
谷
亮
子
さ
ん
の
家
に
は
、
ピ
ア
ノ
寄
贈
者
で
あ
る
大
谷
松

治
郎
が
昭
和
六
年
五
月
に
ホ
ノ
ル
ル
で
大
勢
の
人
た
ち
と
写
っ
た
写
真
が

残
っ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
と
き
四
二
歳
の
厄
払
い
の
た
め
一
二
〇
〇
人
を
招
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待
し
た
の
で
あ
る
が
、
ハ
ワ
イ
で
の
日
本
人
の
興
隆
を
示
す
貴
重
な
写
真
で

あ
る（

28
）」

と
紹
介
し
て
い
る
。
厄
払
い
祝
宴
の
写
真
3
で
は
、
確
か
に
人
々
は

仮
装
し
た
り
、
こ
い
の
ぼ
り
を
持
っ
た
り
、
す
ご
ろ
く
の
サ
イ
コ
ロ
を
か
ざ

し
た
り
、
愉
快
な
表
情
を
し
て
写
っ
て
い
る
。
ま
た
写
真
1
に
比
べ
て
人
数

も
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
九
十
人
が
写
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
ど
の
程
度
の
規
模
の
「
厄
払
い
祝
宴
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大

谷
松
治
郎
の
半
生
記
『
わ
が
人
と
な
り
し
足
跡
―
―
八
〇
年
の
回
顧
』
か
ら

引
用
し
て
み
よ
う
。

　

巻
末
の
「
大
谷
松
治
郎　

年
譜
」
に
よ
る
と
、「
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

四
十
二
歳
の
厄
払
い
に
千
二
百
名
を
招
待
し
て
開
宴
」
と
あ
る（

29
）。

次
に
「
蒲

鉾
製
造
業
開
始
―
―
四
十
二
の
祝
宴
」
と
題
し
た
彼
の
文
章
を
見
て
み
よ
う
。

　

一
九
三
二
年
四
月
二
十
三
日
は
私
の
四
十
二
歳
の
誕
生
日
。
カ
カ
ア

コ
、
住
宅
近
隣
地
を
正
月
に
ビ
シ
ッ
プ
財
団
か
ら
、
百
三
十
フ
ィ
ー
ト

と
百
二
十
フ
ィ
ー
ト
四
方
の
土
地
を
、
二
十
ケ
年
契
約
で
手
に
入
れ
、

こ
こ
に
、
に
わ
か
宴
会
場
を
作
り
、
五
月
十
日
、
初
老
の
厄
払
い
祝
宴

を
開
催
し
た
。

　

米
国
陸
海
軍
将
校
連
を
は
じ
め
、
商
業
上
関
係
取
引
先
及
び
友
人
知

己
千
百
数
十
人
を
招
待
し
た
。
盛
大
な
る
パマ

マ
テ
ー
で
あ
っ
た
。
何
分
規

模
が
大
き
い
の
で
、
十
日
前
か
ら
準
備
に
取
り
か
か
り
、
ホ
ノ
ル
ル
の

料
理
人
二
十
四
人
と
、
土
地
の
芸
者
や
娘
さ
ん
な
ど
三
十
余
人
の
手
伝

右：写真 2　ホノルル日本人料理人組合員写真（1931 年 5月 10日撮影）
下：写真 3　大谷松治郎氏　厄払祝宴記念写真
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れ
た
ホ
ノ
ル
ル
の
料
理
人
た
ち
の
写
真
と
い
う
、
彼
の
ハ
ワ
イ
で
の
思
い
出

が
凝
縮
さ
れ
た
品
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
証
拠
に
、
こ
れ
ら

三
枚
の
写
真
は
、
大
き
さ
の
異
な
る
、
ほ
ぼ
同
じ
規
格
の
木
製
の
額
縁
に
収

ま
っ
て
い
る
。

八
　
地
域
の
歴
史
遺
産
と
し
て

　

二
〇
一
三
年
八
月
末
、
筆
者
は
沖
家
室
島
に
天
理
大
学
の
学
生
た
ち
を
連

れ
て
民
俗
学
実
習
に
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
初
め
て
大
谷
亮
子
さ
ん
に
お
目
に

か
か
っ
た
。
筆
者
は
、
す
で
に
二
〇
〇
七
年
に
『
山
口
県
史
・
民
俗
編
』
の

執
筆
の
た
め
、
沖
家
室
島
で
調
査
を
開
始
し
て
い
た（

31
）。

し
か
し
、
大
谷
さ
ん

宅
に
は
過
去
に
数
多
く
の
研
究
者
が
訪
れ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
る
と

地
元
の
方
か
ら
伺
っ
て
い
た
の
で
、
筆
者
は
訪
問
を
控
え
て
い
た
。
し
か
し

今
回
は
、
地
元
の
郷
土
大
学
の
依
頼
も
あ
り
、
天
理
大
学
の
民
俗
学
実
習
の

一
環
と
し
て
学
生
た
ち
と
ハ
ワ
イ
移
民
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
と
な
り
、
学

生
を
連
れ
て
初
め
て
大
谷
さ
ん
を
訪
ね
た（

32
）。

彼
女
は
と
て
も
親
切
に
、
そ
し

て
熱
心
に
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
大
谷
松
治
郎
が
建
て
た

家
も
ご
覧
く
だ
さ
い
、
と
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
家
の
二

階
の
長
押
に
、
額
に
入
れ
て
飾
っ
て
あ
っ
た
の
が
、
本
稿
で
紹
介
し
た
写
真

三
点
で
あ
る
。
筆
者
は
一
瞥
し
て
、
そ
の
写
真
が
い
か
に
貴
重
で
あ
る
か
、

ま
た
大
谷
松
治
郎
そ
の
人
が
い
か
に
大
切
に
保
管
し
て
い
た
か
を
感
じ
取
っ

い
を
得
、
当
時
記
録
破
り
の
大
宴
会
だ
っ
た
と
今
な
お
話
題
に
残
っ
て

い
る
。
そ
の
頃
、
三
日
が
か
り
の
宴
会
で
終
了
後
会
場
に
大
谷
商
会
大

倉
庫
を
建
設
し
た（

30
）。

　

宴
会
は
、
大
谷
松
治
郎
が
正
月
に
ハ
ワ
イ
で
入
手
し
た
自
ら
の
土
地
に
宴

会
場
を
設
け
、
千
百
数
十
人
の
客
を
招
待
し
て
、
三
日
が
か
り
で
行
わ
れ
た
。

宴
会
の
客
も
、「
米
国
陸
海
軍
将
校
連
を
は
じ
め
、
商
業
上
関
係
取
引
先
及

び
友
人
知
己
」
と
い
う
か
ら
、
ハ
ワ
イ
在
住
の
日
本
人
に
限
ら
ず
、
ハ
ワ
イ

で
活
躍
す
る
白
人
た
ち
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
招
待
客
に
見
る
松
治

郎
の
人
間
関
係
の
広
さ
に
も
、
彼
の
ハ
ワ
イ
で
の
成
功
ぶ
り
が
窺
え
る
。

　

写
真
3
は
、
そ
の
宴
会
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
千
百
数
十
人
」

が
写
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
日
本
人
ば
か
り
で
あ
る
。
少
し
想

像
を
逞
し
く
し
て
み
れ
ば
、
松
治
郎
は
前
年
の
一
九
三
〇
年
に
ワ
イ
キ
キ
で

撮
影
し
た
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
記
念
写
真
を
思
い
出
し
、
出
身
地
で
あ
る
沖
家
室

島
の
人
々
を
集
め
て
、
彼
ら
と
と
も
に
記
念
撮
影
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
し
て
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
写
真
を
日
本
に
持
ち
帰
り
、
額

に
入
れ
て
一
九
三
〇
年
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
写
真
と
と
も
に
自
宅
に
飾
っ
て
お

い
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
稿
で
紹
介
し
た
三
枚
の
写
真
は
、
松
治

郎
が
か
ね
て
か
ら
実
現
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
沖
家
室
人
会
の
記
念
す
べ
き

ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
写
真
、
そ
し
て
彼
自
身
が
ハ
ワ
イ
で
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
見

据
え
て
企
画
し
た
厄
払
い
祝
宴
の
写
真
、
さ
ら
に
そ
の
大
祝
宴
を
支
え
て
く
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た
。

　

民
俗
学
実
習
を
九
月
一
日
に
終
え
て
奈
良
に
戻
り
、
筆
者
は
再
び
、
沖
家

室
島
へ
と
、
と
ん
ぼ
返
り
し
た
。

　

九
月
七
日
、
約
束
し
て
い
た
大
谷
亮
子
さ
ん
を
再
度
、
訪
ね
た
。
大
谷
さ

ん
は
、「
待
っ
て
ま
し
た
よ
。
ま
あ
ま
あ
、
遠
く
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
て
」

と
、
す
ぐ
に
松
治
郎
宅
を
案
内
し
て
く
れ
た
。
私
が
再
訪
問
す
る
か
ら
と
、

近
く
の
方
に
頼
ん
で
、
玄
関
付
近
の
草
を
き
れ
い
に
刈
っ
て
お
い
て
く
だ

さ
っ
た
。
そ
し
て
大
谷
さ
ん
は
、「
写
真
も
何
も
、
す
べ
て
差
し
上
げ
ま
す

か
ら
、
ど
う
ぞ
お
持
ち
く
だ
さ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
だ
。

　

空
家
の
二
階
で
梱
包
作
業
を
し
た
。
ま
ず
、
長
押
か
ら
額
に
入
っ
た
三
枚

の
写
真
を
下
ろ
し
、
埃
を
は
ら
っ
て
梱
包
材
で
く
る
ん
だ
。
次
に
、
部
屋
の

奥
に
あ
っ
た
大
型
ト
ラ
ン
ク
と
小
型
の
旅
行
鞄
二
つ
を
運
ん
だ
。
大
型
ト
ラ

ン
ク
は
相
当
な
重
さ
で
あ
っ
た
の
で
、
沖
家
室
島
の
松
本
昭
司
さ
ん
、
福
田

隆
司
さ
ん
（
写
真
4
左
）、
横
山
和
明
さ
ん
（
写
真
4
右
）
に
お
願
い
し
て
、

一
緒
に
運
ん
で
も
ら
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
写
真
三
点
、
ト
ラ
ン
ク
一
点
、
革
鞄
二
点
を
空
家
か
ら
外
に

出
し
、
し
ば
し
虫
干
し
に
し
た
。
ま
た
、
箱
に
入
っ
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
一
式

も
持
ち
帰
っ
た
。
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
大
谷
さ
ん
に
デ
ー
タ

を
差
し
上
げ
よ
う
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

写
真
を
手
持
ち
で
天
理
ま
で
運
び
、
帰
宅
後
、
業
者
に
頼
ん
で
写
真
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
済
ま
せ
た
。
そ
し
て
元
の
写
真
と
同
じ
大
き

写真 4　大谷松治郎氏のトランクを運ぶ（2013 年 9月 7日撮影）
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に
「
沖
家
室
人
観
光
団
」
を
組
織
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た（

33
）。

ハ
ワ
イ
で
生

ま
れ
育
っ
た
日
系
二
世
を
沖
家
室
へ
連
れ
て
い
き
、「
実
際
の
日
本
を
知
ら

ぬ
者
」
に
沖
家
室
を
見
聞
さ
せ
、
し
ば
ら
く
滞
在
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ

う
。
逆
に
、
沖
家
室
の
人
々
が
ハ
ワ
イ
へ
渡
航
す
る
機
会
に
も
な
る
と
期
待

を
寄
せ
て
い
た
。「
こ
の
島
に
将
来
は
な
い
」
と
、
十
八
歳
で
沖
家
室
島
か

ら
ハ
ワ
イ
へ
旅
立
っ
た
青
年
は
、
決
し
て
故
郷
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
む
し

ろ
常
に
故
郷
の
存
在
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
ハ
ワ
イ
で
躍
進
し
て
い
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

大
谷
松
治
郎
の
寄
贈
し
た
ピ
ア
ノ
の
隣
に
、
沖
家
室
島
出
身
の
ハ
ワ
イ
在

住
者
た
ち
が
ワ
イ
キ
キ
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
い
る
記
念
写
真
が
飾
れ

る
よ
う
に
、
展
示
室
の
実
現
に
向
け
て
、
筆
者
が
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ひ
と

つ
こ
な
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
）　

宮
本
常
一
・
岡
本
定
『
東
和
町
誌
』
東
和
町
、
一
九
八
二
年
、
四
六
六
頁
。

（
2
）　

宮
本
常
一
「
周
防
大
島
」
宮
本
常
一
編
『
島
』
有
紀
書
房
、
一
九
六
一
年
、
九
七

～
九
八
頁
。

（
3
）　

周
防
大
島
町『
周
防
大
島
町
誌
』周
防
大
島
町
、一
九
五
九
年
、五
九
八
～
六
〇
〇
頁
。

（
4
）　

土
井
彌
太
郎
『
山
口
県
大
島
郡　

ハ
ワ
イ
移
民
史
』
マ
ツ
ノ
書
店
、
一
九
八
〇
年
、

二
三
頁
。

（
5
）　

外
務
省
記
録
局
『
日
本
人
民
布
哇
国
へ
出
稼
一
件　

出
稼
人
名
簿
之
部
』（
外
務

さ
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
を
、
再
び
木
製
の
額
に
入
れ
、
ま
た
現
物

の
古
写
真
は
、
中
性
紙
で
で
き
た
古
文
書
保
管
の
た
め
の
別
注
の
箱
に
入
れ

た
。
そ
れ
ら
を
持
っ
て
、
再
び
十
月
末
に
沖
家
室
島
を
訪
れ
た
。

　

こ
の
日
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
高
石
と
も
や
氏
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
沖
家
室
島
の
泊
清
寺
で
開
か
れ
る
日
で
あ
っ
た
。
沖
家
室
の
方
々
も
大

勢
集
ま
る
の
で
、
写
真
の
お
披
露
目
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
だ
ろ
う
、
と
泊
清

寺
住
職
の
新
山
玄
雄
氏
が
、
筆
者
の
た
め
に
時
間
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

で
あ
る
。
高
石
と
も
や
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ

タ
ー
の
佐
野
真
一
氏
の
お
話
の
前
に
、
筆
者
が
沖
家
室
島
の
皆
さ
ん
に
古
写

真
を
披
露
し
、
ま
た
会
場
に
来
ら
れ
て
い
た
大
谷
亮
子
さ
ん
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
、「
地
域
の
文
化
遺
産
は
、
地
域
で
保
存
、
活
用
す
る
の
が
一
番
だ

と
考
え
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
複
製
し
た
も
の
と
、
保
存
用
の
箱
に
入
れ
た
古

写
真
を
両
方
お
持
ち
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
旧
沖
家
室
小
学
校
の
一
室
、
ハ

ワ
イ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ピ
ア
ノ
の
横
に
置
い
て
、
小
さ
な
展
示
室
が
作
れ
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
天
理
大
学
の
学
生
た
ち
と
と
も

に
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
発
言
し
た
。
会
場
か
ら
は
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
、
皆
さ
ん
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
今
後
、
展
示
室
を
ど
の
よ
う

に
作
っ
て
い
く
か
、
沖
家
室
島
の
方
々
と
相
談
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
九
三
〇
年
に
沖
家
室
島
の
人
々
の
写
真
を
撮
影
し
て
、
そ

れ
を
故
郷
に
送
り
、
自
ら
も
そ
れ
を
保
管
し
て
い
た
大
谷
松
治
郎
は
、
新
た
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ワイキキでの同郷会記念写真

（
22
）　
『
か
む
ろ
』
十
二
号
、
一
五
頁
。

（
23
）　
『
か
む
ろ
』
八
十
四
号
、
二
頁
。

（
24
）　‌『
か
む
ろ
』
三
十
六
号
、
五
～
一
〇
頁
。
安
井
眞
奈
美
（
安
井
、
注
5
前
掲
論
文
）、

八
三
三
頁
。

（
25
）　
『
か
む
ろ
』
七
十
九
号
、
一
一
〜
一
二
頁
。

（
26
）　
『
か
む
ろ
』
七
十
九
号
「
本
会
博
物
蒐
集
部
よ
り
」、
三
一
～
三
二
頁
。

（
27
）　

写
真
家
・
岩
根
愛
さ
ん
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
28
）　

堀
雅
昭
『
ハ
ワ
イ
に
渡
っ
た
海
賊
た
ち
―
―
周
防
大
島
の
移
民
史
』
弦
書
房
、

二
〇
〇
七
年
、
二
一
五
頁
。

（
29
）　

大
谷
松
治
郎
（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、
一
七
二
頁
。

（
30
）　

大
谷
松
治
郎
（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、
四
八
頁
。

（
31
）　

安
井
眞
奈
美
（
安
井
、
注
5
前
掲
論
文
）。

（
32
）　

二
〇
一
三
年
八
月
三
十
一
日
、
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー

に
て
「
平
成
二
五
年
度
第
三
回
（
再
開
第
七
六
回
）
周
防
大
島
郷
土
大
学
講
義
（
主

催　

周
防
大
島
郷
土
大
学
、
共
催　

周
防
大
島
町
文
化
振
興
会
東
和
支
部
）」
が
「
周

防
大
島
と
ハ
ワ
イ
の
交
流
」
と
の
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
。
筆
者
は
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
「
ハ
ワ
イ
移
民
と
故
郷
・
周
防
大
島
と
の
つ
な
が
り
」
と
題
し
て
講
演
し
、

天
理
大
学
民
俗
学
実
習
班
の
学
生
十
五
人
も
あ
わ
せ
て
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
は
、
大
谷
亮
子
さ
ん
の
聞
き
取
り
も
含
め
て
「
ハ
ワ
イ
移
民

の
歴
史
探
る
―
―
山
口
・
周
防
大
島　

天
理
大
生
が
聞
き
取
り
」（『
中
国
新
聞
』

二
〇
一
三
年
八
月
三
十
一
日
、久
行
大
輝
）
に
、ま
た
「
ハ
ワ
イ
移
民
史　

学
生
探
る
」

（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
三
年
九
月
十
一
日
、
小
川
裕
介
）
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
新
聞

に
掲
載
さ
れ
た
。

（
33
）　
『
か
む
ろ
』
八
十
二
号
、
八
頁
。

省
記
録
3
、
8
、
2
、
5
―

14
、
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
）
一
八
八
五
～
一
八
九
四
年
、

安
井
眞
奈
美
「
故
郷
の
民
俗
」『
山
口
県
史　

民
俗
編
』
山
口
県
、
二
〇
一
〇
年
、

八
二
一
頁
。

（
6
）　

広
島
県
編
『
広
島
県
移
住
史　

資
料
編
』
一
九
九
一
年
、
九
二
七
頁
。

（
7
）　

沖
家
室
惺
々
会
「
昭
和
五
年
一
月
現
在　

沖
家
室
島
人
名
録
全
」『
か
む
ろ
』
第

八
十
五
号
、
一
九
三
〇
年
。

（
8
）　

安
井
眞
奈
美
「
表
2
―

5
―

3　

沖
家
室
お
よ
び
島
外
在
住
者
の
戸
数
一
覧
」（
安
井
、

注
5
前
掲
論
文
）、
二
〇
一
〇
年
、
八
二
五
頁
。

（
9
）　

大
谷
松
治
郎
「
大
谷
松
治
郎　

年
譜
」『
わ
が
人
と
な
り
し
足
跡
―
―
八
〇
年
の
回

顧
』
文
洋
社
、
一
九
七
一
年
、
一
七
一
頁
。

（
10
）　

大
谷
松
治
郎
（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、
二
頁
。

（
11
）　

大
谷
松
治
郎
（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、
二
～
三
頁
。

（
12
）　

小
川
真
和
子
「
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
人
の
水
産
業
開
拓
史
―
―
一
九
〇
〇
年
か

ら
一
九
二
〇
年
代
ま
で
を
中
心
に
」『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
二
十
一
巻
四
号
、

二
〇
一
〇
年
、
四
三
頁
。

（
13
）　

大
谷
松
治
郎
（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、
一
七
一
頁
。

（
14
）
大
谷
松
治
郎 

「
漁
業
界
の
功
労
者　

大
谷
松
治
郎
氏
」（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、

一
四
一
頁
。

（
15
）　

小
川
真
和
子
（
小
川
、
注
12
前
掲
書
）、
四
八
頁
。

（
16
）　

小
川
真
和
子
（
小
川
、
注
12
前
掲
書
）、
四
八
～
四
九
頁
。

（
17
）　

小
川
真
和
子
（
小
川
、
注
12
前
掲
書
）、
四
九
頁
。

（
18
）　

大
谷
松
治
郎
（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、
六
一
頁
。

（
19
）　

大
谷
松
治
郎
（
大
谷
、
注
9
前
掲
書
）、
六
二
頁
。

（
20
）　

安
井
眞
奈
美
・
飯
島
吉
晴
・
齋
藤
純
・
二
〇
一
三
年
度
民
俗
学
実
習
班
「
雑
誌
『
か

む
ろ
』
に
掲
載
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
関
連
記
事
―
―
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
沖
家
室

島
二
〇
一
三
年
度
民
俗
学
実
習
報
告
」『
古
事
』
十
八
、二
〇
一
四
年
、四
七
～
六
五
頁
。

（
21
）　
『
か
む
ろ
』
七
十
二
号
、
一
八
頁
。


